
学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

顧客理解⑨　連結授業　店舗への提案資料作成

店舗への提案を経て、実践内容の調整

顧客理解⑪⑫と連動　インスタ投稿実践

インサイト考察・まとめの作成

実践テーマ店への報告　※校外学習

最終成果物発表

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 デジタルマーケティングⅡＡ

早水　由樹 1担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

ＷＥＢの基礎知識およびインターネットマーケティングの知識と運用方法を学び、企業の経営戦略と連動したＷＥＢブランディング力を身につける。

ケーススタディを通じて、企業における新規顧客獲得のためのインターネットマーケティング業務に必要とされる知識と運用方法を学ぶ。

ネットマーケティングの運用担当者としての実践的な技術習得を目指す。

授業時に配布

授業計画

現代のインターネットマーケティング(google、各種SNS)

インスタグラムを使ったマーケティング①　アカウント考察(ペルソナ、競合優位性、投稿コンセプト、頻度)2

3

4

5

6

7

8

インスタグラムを使ったマーケティング②　機能面を知る(フィード投稿、リール投稿、ストーリーズ、ハイライト)

画像加工、動画加工アプリ

canvaを活用した投稿づくり①

canvaを活用した投稿づくり②

実践テーマのヒヤリング(顧客理解⑥　校外学習)の振り返り。情報整理

顧客理解⑦⑧　インスタ設計　連結授業

外部関係者との調整により授業内容が変更・前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

顧客理解⑦⑧　インスタ設計　連結授業

評
価
基
準

出席率、受講マナー、聞き方、質問・発言

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



１１

学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

5

6

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

環境分析手法を理解する（SWOT分析について）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

環境分析手法を理解する（PEST分析の活用）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

戦略策定の基本を理解する（STP分析）7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

製品戦略について理解する（マーケティングミックス）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

実践：テーマ店についての研究
関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

実践：テーマ店での基礎調査（顧客ニーズ調査など）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

実践：テーマ店での基礎調査を受けた戦略立案（グループディスカッション）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

実践：テーマ店での基礎調査を受けた戦略立案（グループディスカッション）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

実践：テーマ店での基礎調査を受けた戦略立案まとめ（グループディスカッション）

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 マーケティングⅠＡ（マーケティング基礎）

上田　亜希子 ２

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

マーケティングの基本的考え方と活用事例を学ぶ。

マーケティングとは何かを理解し、基礎となる考え方や様々な手法について学びそららを実践に活かす。

自分の考えを整理し、分かりやすく伝えることができる。言葉や文章で簡潔に要点を伝えることができる。様々な資料から必要なデータ収集を行うことができる。　グループ
ディスカッション等を通して課題の発見や解決ができる。

なるほど！ これでよくわかった ３訂版 図解 よくわかるこれからのマーケティング

授業計画 事前・事後の学習

マーケティングとは何かを理解する

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

企業戦略におけるマーケティングの位置づけを理解する

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

環境分析手法を理解する（PEST分析・5F分析）

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

環境分析手法を理解する（3C分析・バリューチェーン分析）

2

3

4

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

立案内容の発表

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

事前学習で不明瞭であった点がクリアになったか確認

総まとめ

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

・POSデータ ②

・POSデータ ③

フィールドワークの発表

･実習 ②

・実習 ③

科目試験

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 データマーケティングⅠＡ

三宅　可倫 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

マーケティングの基本的な理論や手法を学び、マーケティングに関する体系的な理解を促し、マーケティングを進める上で必要なデータ の取り扱いに関する知
識・技能と観点を演習によって身につけ、データマーケターとしての基礎的素養を深める。		

データマーケティングの基礎をおさえ、ドルフィンアイ等のビッグデータを活用し、データの分析を行う。

マーケティングにおけるデータの取り扱いについて学び、実際の事例やデータを題材にして、仮設を立て分析することができる。

データマーケター養成講座　初級編

授業計画

・オリエンテーション

・ビッグデータとは
2

3

4

5

6

7

8

・データ活用

・エクセルハンズオン①  グラフの作成

･実習 ①

・エクセルハンズオン②　散布図と相関

企画提案のための思考法

データ活用と各業界

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

・POSデータ ①

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

・実習 ⑤													
													

・マーケティングの基礎③

・課題発見と提案①

・課題発見と提案②

・課題発見と提案③

科目試験

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 データマーケティングⅠB

三宅　可倫 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

マーケティングの基本的な理論や手法を学び、マーケティングに関する体系的な理解を促し、マーケティングを進める上で必要なデータ の取り扱いに関する知
識・技能と観点を演習によって身につけ、データマーケターとしての基礎的素養を深める。		

データマーケティングの基礎をおさえ、ドルフィンアイ等のビッグデータを活用し、データの分析を行う。

マーケティングにおけるデータの取り扱いについて学び、実際の事例やデータを題材にして、仮設を立て分析することができる。

データマーケター養成講座　初級編

授業計画

・マーケティングの基礎①

・ID-POSデータ ＩＤ①
2

3

4

5

6

7

8

・ID-POSデータ ＩＤ②

・ID-POSデータ ＩＤ③

・マーケティングの基礎②

・ID-POSデータ ＩＤ④

・企画提案のための思考法
･実習 ②
・実習 ③

・外部データの利用①

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

・外部データの利用②

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

5

6

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店の研究②

・インスタの使用状況考察

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店のヒヤリング　※校外学習

・店舗の想い、在りたい姿、目標(短期・中期・長期)、特徴、強み、競合、ペルソナ

・やりとりの手段

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店のインスタ設計①

・ヒヤリング内容から修正

・アカウント開設　・名前、プロフィール　・掲載する内容(フィード、リール)

7

8

評

価

基

準

目標検

定・課

外授業

実施予

定・そ

の他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店のインスタ設計②

・ハッシュタグ、ストーリーズ、ハイライト、何を広告するか、ざっくりとしたスケジュー

ル

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店のインスタ設計③

・店舗への提案書の作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店へのプレゼンテーション　　※校外学習

写真素材集め

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

インスタ投稿実践①

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

インスタ投稿実践②　広告

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

まとめ作成

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 顧客理解ⅠＡ

早水　由樹 ２

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

WEB上での検討行動の探求・分析を通じて、ロイヤル顧客づくりのための新しい価値・サービスの提案力を身につける。

顧客理解の重要性を認識し、実在する企業をモデルにした演習を通じて実践的な活用方法を習得する。

顧客理解の考え方を知る。顧客管理ツールの使い方の習得と分析スキルの獲得。

未定

授業計画 事前・事後の学習

オリエンテーション

顧客とビジネス　現代のターゲット設定(ペルソナ)とは？

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実在企業のペルソナを想像する

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

射水市の好きなお店(BtoC)を洗い出そう　【宿題あり】

・依頼文の作成

・依頼する上での注意点

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

実践テーマ店の研究①

・特徴、強み、競合、ペルソナの想像

・リーダー、副リーダーの決定

2

3

4

外部関係との調整により授業内容が変更・前後することがあります

ふり返り

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

最終成果物発表,取り組み発表会

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師

に質疑できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

5

6

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

訪問インタビューの依頼文書作成

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

インタビュー事前準備

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

現地訪問・インタビュー実施7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

インタビューまとめ・発表

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

インタビュー事前準備

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

現地訪問・インタビュー実施

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

インタビューまとめ・発表

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

インタビュー事前準備

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

現地訪問・インタビュー実施

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 地域経済の作り方ⅡＡ

大石　和 ２

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

地域で活躍する若手経営者へのインタビューを通して、地域課題に取り組むリーダーシップのあり方を知る

地域課題をビジネスとして事業化し解決する若手経営者へのインタビューを通じて、リーダーシップの取り方とアントレプレナーシップを学ぶ

アントレプレナーの姿を通じて、富山の喫緊の課題を知り、課題解決を推進するリーダーシップのマインドを獲得する

なし

授業計画 事前・事後の学習

イントロダクション：地域課題とリーダーシップ

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

地域課題に取り組む地域リーダー・リサーチ①

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

地域課題に取り組む地域リーダー・リサーチ②

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

質問事項整理

2

3

4

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

インタビューまとめ・発表

新聞記事などのメディアから、地域課題に取り組むリーダーの情報
を収集する

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

学習の振り返り、まとめ

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、インタビューの出来、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価
①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しよう
とする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Celebrations: Events, Festivals and Holidays３

Review for the Final Examination

Celebrations: Events, Festivals and Holidays２

１

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 speakout ⅠＡ

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 実践的に話す力が向上することを目的とする

授業内容 ペアワーク、グループワーク、プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 基礎的会話表現をマスターし、自己表現と対人コミュニケーションを行なうための英語力をつける

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Course Orientation and Self-introduction１

Self-introduction２

Self-introduction３

Place of origin and other points of interests１

Place of origin and other points of interests２

Place of origin and other points of interests３6

7

8

9

Place of origin and other points of interests４

Midterm Examination

Expressing actions and hobbies 1

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Expressing actions and hobbies 2

Expressing actions and hobbies 3

Celebrations: Events, Festivals and Holidays１



年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Making one's point clear３

Review for the Final Examination

Making one's point clear２

１

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 speakout ⅠB

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 実践的に話す力が向上することを目的とする

授業内容 ペアワーク、グループワーク、プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 基礎的会話表現をマスターし、自己表現と対人コミュニケーションを行なうための英語力をつける

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Self-introduction

Personal preferences and interests １

Personal preferences and interests ２

Personal preferences and interests ３

Abilities and Possibilities１

Abilities and Possibilities２6

7

8

9

Abilities and Possibilities３

Midterm Examination

Setting Learning and Career Goals１

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Setting Learning and Career Goals２

Setting Learning and Career Goals３

Making one's point clear１



年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他The teacher will adopt various extra activities to enhance the students' motivation, vocabulary, understanding of grammar, and listening skills.   The students will take a TOEIC L&R Test in January 2023.

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Getting one's dream job３

Review for the Final Examination

Getting one's dream job２

２

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 speakout ⅡＡ

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 実践的に話す力が向上することを目的とする

授業内容 ペアワーク、グループワーク、プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 基礎的会話表現をマスターし、自己表現と対人コミュニケーションを行なうための英語力をつける

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Self-introduction

Presenting ideas to specific audience１

Presenting ideas to specific audience２

Presenting ideas to specific audience３

Do's and Don'ts in the workplace１

Do's and Don'ts in the workplace２6

7

8

9

Do's and Don'ts in the workplace３

Midterm Examination

Maintaining relationships with colleagues and dealing with clients １

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Maintaining relationships with colleagues and dealing with clients ２

Maintaining relationships with colleagues and dealing with clients ３

Getting one's dream job１



年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Review for the Final Examination 1

Review for the Final Examination 2

Getting one's dream job

２

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 speakout ⅡB

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 実践的に話す力が向上することを目的とする

授業内容 ペアワーク、グループワーク、プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 基礎的会話表現をマスターし、自己表現と対人コミュニケーションを行なうための英語力をつける

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Self-introduction

Place of origin and other points of interests

Expressing actions and hobbies

Celebrations: Events, Festivals and Holidays

Personal preferences and interests

Abilities and Possibilities6

7

8

9

Midterm Examination

Setting Learning and Career Goals

Making one's point clear

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Presenting ideas to specific audience

Do's and Don'ts in the workplace

Maintaining relationships with colleagues and dealing with clients



年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Creating Effective Visuals２

Review for the Final Examination

Creating Effective Visuals１

１

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 English presentationⅠA

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 国際的なコミュニケーション能力の向上を目的とする

授業内容 プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 英語を活用し自己表現ができるようになる

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Course Orientation

Introduction to Presentations１

Introduction to Presentations２

Introduction to Presentations３

Understanding Your Audience１

Understanding Your Audience２6

7

8

9

Understanding Your Audience３

Midterm Examination１

Midterm Examination２

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Structuring Your Presentation１

Structuring Your Presentation２

Structuring Your Presentation３



年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他The teacher will adopt various extra activities to enhance the students' motivation, vocabulary, understanding of grammar, and listening skills.   The students will take a TOEIC L&R Test in January 2023.

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Engaging Your Audience２

Review for the Final Examination

Engaging Your Audience１

１

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 English presentationⅠB

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 国際的なコミュニケーション能力の向上を目的とする

授業内容 プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 英語を活用し自己表現ができるようになる

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Course Orientation

Language for Presentations１

Language for Presentations２

Language for Presentations３

Effective Introductions１

Effective Introductions２6

7

8

9

Effective Introductions３

Midterm Examination１

Midterm Examination２

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Delivering Your Presentation with Confidence１

Delivering Your Presentation with Confidence２

Delivering Your Presentation with Confidence３



年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Presenting in Different Contexts２

Review for the Final Examination

Presenting in Different Contexts１

２

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 English presentationⅡA

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 国際的なコミュニケーション能力の向上を目的とする

授業内容 プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 英語を活用し自己表現ができるようになる

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Course Orientation

Handling Q&A Sessions１

Handling Q&A Sessions２

Handling Q&A Sessions３

Overcoming Stage Fright１

Overcoming Stage Fright２6

7

8

9

Overcoming Stage Fright３

Midterm Examination１

Midterm Examination２

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Creating Memorable Conclusions １

Creating Memorable Conclusions ２

Creating Memorable Conclusions ３



年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

30 ％

30 ％

40 ％ ①中間評価 ②期末テスト

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

目標検定・課外授業実施予定・その他

13

14

15

評   価   基   準

１．課 題 ①課題への取組で評価

①欠席有無 ②受講マナー ③間違いを恐れない積極的姿勢 ④各種表現を自分のスキルとして定着しようとする努力・工夫的 ⑤ペアやグループによるの発表

Review for the Final Examination ２

Review for the Final Examination ３

Review for the Final Examination １

２

1

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程

科 目 名 English presentationⅡB

担当教員 Lyu Edward 

学習目的 国際的なコミュニケーション能力の向上を目的とする

授業内容 プレゼンテーションを行い、基礎的会話表現を修得

学習目標 英語を活用し自己表現ができるようになる

使用テキスト

週数

1

2

3

4

5

授業計画

Course Orientation

Presenting in Different Contexts

Advanced Presentation Techniques１

Advanced Presentation Techniques２

Advanced Presentation Techniques３

Midterm Examination１6

7

8

9

Midterm Examination２

Midterm Examination３

Delivering a Full Presentation１

10

11

12

２．授業姿勢

３．テストその他

Delivering a Full Presentation２

Delivering a Full Presentation３

Delivering a Full Presentation４



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

同上

With The World　商品提案②

学内　商品提案②にもとづいたブラッシュアップ　併行し海外生も商品提案作成（役割分担）

同上

With The World　企業への最終プレゼンテーション　　

学習ふりかえり②

評価項目/割合

ホテル・ブライダル学科・情報ビジネス学科（合同） 2年課程 ２

科 目 名 オンライン国際協働学習ⅡＡ

大石和（25コマ）　Lyu Edward ２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

①異文化理解 ②英語コミュニケーション力向上 ③プレゼンテーション力向上 ④企画、提案力向上

海外の学生と、共通のテーマで課題解決を実施し、企画案をプレゼンテーションする　（英語使用）

国際交流の場で英語で相手の話を理解できる。自分の考えを海外の学生に伝えることができる。海外の学生の異なる視点や考えを知る。

授業時に資料を配布

授業計画

学内　イントロダクション:国際交流準備

With The World 　海外生とアイスブレーク、自己紹介、地域の紹介2

3

4

5

6

7

8

学内　テーマに基づいたインタビュー項目と質問文作成　　※この期間に相互に試食

学内　テーマに基づいたインタビュー項目と質問文作成　　※この期間に相互に試食

 With The World　海外生へインタビュー

学内　企業向けに商品提案作成　併行し海外生も商品提案作成（役割分担）

同上

 With The World　商品提案①

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

学内　商品提案①にもとづいたブラッシュアップ　併行し海外生も商品提案作成（役割分担）

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表内容、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 履修分類 必修 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・

9

10

11

12

13

14

15

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 プレゼンテーションⅠA

クレッセント株式会社 1担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

PowerPointの基礎的な知識について学習する。

PowerPointを使用したスライド作成を行う。

PowerPointを用いて白紙からスライ作成ができる。

30時間でマスター　プレゼンテーション＋PowerPoint2019（Windows10対応）

授業計画 事前・事後の学習

プレゼンテーションとは

7

8

PowerPointの基本操作

画像の活用

グラフの活用

SmartArtグラフィックの活用

アニメーションの活用

スライド効果の活用

テーマの活用

2

3

4

5

6

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

スライドマスターの使用

オリジナルテーマの作成

テンプレートの活用

テーマに沿った白紙からのスライド作成

原稿の作成

リハーサル

プレゼンテーションの実施

評価項目/割合 評　価　内　容

課題の提出

出席率、授業中の態度、ワークへの取り組み

小テスト



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

実践編ー人前で話すー

実践編ー人前で話すーの振り返り

実践編ーMCになってみようー

実践編ーMCになってみようー振り返り

番組（コーナー）を作ってみよう

まとめ

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 プレゼンテーションⅠB

豊田　麻衣 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

自己紹介、あいさつ、発声、司会進行、プレゼンテーション等のコミュニケーションの基本を身に着ける

①基礎「伝え方を学ぶ」発声方法、抑揚、順序、相手に合わせた話し方など
②実践「ラジオを通して伝える」／「司会原稿や番組台本を読む」（オンラインの場合）テーマに沿った目的を理解した上で、基本的な手法を使いながら、ラジオ、人前で実際に表現することができる。

スライド使用

授業計画

オリエンテーション　「話す仕事とは」

基礎講座ー伝え方ー2

3

4

5

6

7

8

基礎講座ー聞き方ー

基礎講座ー人前で話すー

基礎講座ースポーツ編ー

実践編ーラジオ番組ー

実践編ーラジオ番組ーの振返り

実践編ーインタビューー

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

実践編ーインタビューーーの振返り

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

	最終振り返り: 4回の講演の総括、学んだことの整理

特別講義: 釣谷成龍氏による「しくじり先生」講義

高校生向けプレゼン準備: 発表テーマ選定、高校生の関心を考慮した内容構成、模擬発表とフィードバック

高校生向け「しくじり先生」準備

	高校生向け「しくじり先生」発表

総括: 授業の振り返りと今後の活用法のディスカッション

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 リサーチ・コミュニケーションⅡＡ（ファシリテーション）

瘧師光一郎 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

多様な立場からの意見を引き出し、整理し、意見交換や合意形成を進行するファシリテーションスキルとリーダーシップを身につける

本授業では、自己表現力およびプレゼンテーションスキルの向上を目指し、小中学生向けの食育講演や高校生向けのプレゼンテーションを実施する実践型プ
ログラムを行う。受講生は、実際の講演活動を通じて、情報整理・伝達能力を身につけ、他者に対してわかりやすく伝える力を養う。

自己表現力およびプレゼンテーション能力を体系的に習得する。 実践的な講演活動を通じて、効果的な話し方や伝え方を学ぶ。 食育を題材に、情報を整理し、他者に伝えるスキルを向上させる。 高校生向けのプレゼンテーションを通じて、共感力や影響力を高める。

スライド使用

授業計画

導入: 授業の意義と目標の説明、講師紹介、プレゼンスキル基礎講義

体験を通じた学び: 農園見学、小学校アンケート結果の共有2

3

4

5

6

7

8

食育講演準備: プレゼンスキル応用、小学生向け講演の準備、模擬発表とフィードバック

スーパーでの販売体験: 消費者との対話を通じた実践学習

食育講演①

食育講演②

振り返り: 良かった点・改善点の共有、次回講演に向けた行動目標設定

食育講演③

本授業は外部機関との連携（各学校、市役所、給食センター、スーパー等）を伴うため、スケジュールに変更が生じる場合がある。調整は担当教員および関係者が行う。

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

食育講演④

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 講義 分類 自由選択 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題
30 ％

　２．授業姿勢
30 ％

　３．テストその他
40 ％

　

5

6

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

DXプロジェクト開発①

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

DXプロジェクト開発②

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

DXプロジェクト成果発表7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

数値の見方・捉え方/数値のコントロール：見る数値を見極める/数値のコントロール

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

数値の見方・捉え方/数値のコントロール：ビジネスで数値を見る（平均値の罠）

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

数値の見方・捉え方/数値のコントロール：ExcelではなくBIツールで可視化

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

ケーススタディ：データで解くビジネス課題①

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

ケーススタディ：データで解くビジネス課題②

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

ケーススタディ：ダッシュボード作成・成果プレゼンテーション

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 DX入門ⅠＡ

松本　光司（7コマ） 地村　未知弘、他(8コマ) 2

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

DXが必要とされる国内外の社会変化とデジタル技術やデータ活用によってめざす社会のあり方やビジネスモデルを理解する

業務プロセスのＤＸ事例学習を通じ、ビジネスの効率化のための数値データ管理の考え方を学ぶ。ビジネスシーンで導入される業務効率化ツールRobotic Process
Automation（RPA）やＢusiness Inteligence (BI)の基礎を学習する。

ＲＰＡやＢＩ等の業務効率化ツールの仕組みを理解し、基本操作ができる。ケーススタディにおいて、ビジネスの効率化のために役立つ数値管理の方法を提案できる。業務効
率化の必要性を言語化できる。

授業時に配布

授業計画 事前・事後の学習

DX概論①　DXとは何か？

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

DX概論②　DXを支える技術と事例

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

アイデア発想とプロジェクト設計

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

DXプロジェクト プロトタイプ構築

2

3

4

ケーススタディ：ダッシュボード作成・成果プレゼンテーション

関連資料を読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアでき

るよう整理しておく。

ふりかえり発表：業務効率化の必要性とは

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師

に質疑できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、最終成果物発表

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

5

6

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

調査デザイン：対象者設定、スケジュール、予算確認、調査倫理確認

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

質問項目の作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

質問文と回答選択肢、回答欄の作成①7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

質問紙のレイアウト、個人情報取り扱いの考え方、調査依頼

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

アンケート実施と単純集計

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

クロス集計とテキストマイニング基礎

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

集計結果の分析①

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料づくり①

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料づくり②

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 リサーチメソッドⅠＡ

三宅　可倫（15コマ） 斎藤　望（15コマ） ４

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

アンケート調査を中心としたデータ収集における適切な手続きを学び、地域課題やビジネス課題発見にも役立てていけるリサーチ手法の基本を身につける。

身近な自分事のテーマを題材に、アンケートを実施し、現状を見える化・構造化し、解決策を見出すという、データ活用による課題解決の一連のプロセスを実践する。

目的に合ったアンケートを作成し、適切に実施し、分析結果から提案をつくることができる。

授業時に配布

授業計画 事前・事後の学習

課題解決のためのリサーチとアンケート調査

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

問いをたてる：取り組むテーマを見つける

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

ディベートでテーマを自分事にする

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

仮説づくり：課題にかかわる要素の関連をイメージする

2

3

4

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

提案発表とフィードバック

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

学習の振り返り、まとめ

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

課題・提出物の内容、期限内提出、プ協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

5

6

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

売上集計とグラフ作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

相関分析活用：売上に関連する要素の抽出

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

回帰分析活用：売上予測、顧客満足度分析①7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

回帰分析活用：売上予測、顧客満足度分析②

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

データ分析にもとづく販促提案づくり①

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

データ分析にもとづく販促提案づくり②

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料作成①

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料作成②

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案発表とフィードバック

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 リサーチメソッドⅠB

斎藤　望 2

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

マーケティングに必要な定量分析の基本として、数値の扱いや統計の基本的な考え方を理解する。売上管理データを素材に、エクセルを使用したデータ分析・グラフ作成力を
身につける。

実際の企業の売上データを扱い、各種定量分析の考え方と技法を学習する。成果物として、分析結果をふまえた販売促進案を企業へ提案する。

マーケティングの目的に合った数量データの収集ができる。クロス集計や相関分析、回帰分析など統計の考え方を理解した上でデータ分析を実践できる。分析結果はグラフ
や表を用いて可視化できる。分析結果をふまえた提案ができる。

授業時に新聞を配布

授業計画 事前・事後の学習

数字で捉える「差」や「変化」

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

企業課題と定量分析

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

データベース作成、データクリーニングの実践①

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

データベース作成、データクリーニングの実践②

2

3

4

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

フィードバックをうけての修正

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

学習の振り返り、まとめ

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

意識調査実践：テキストマイニング分析を活用し、人々の意識を可視化する手法を身につける

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

定性調査実践　アンケート実施

定性調査実践　アンケート分析

定性調査実践　アンケート分析

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

分析レポート作成

発表とフィードバック

9

10

11

12

13

定性調査実践　アンケート分析

定性調査実践　アンケート分析

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

14

15 学習のまとめ

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 リサーチメソッドⅡＡ

三宅　可倫 ４

アンケート調査やWEB上の発信を材料に、人々の生活意識や商品やサービスへの関心を示すテキストデータの収集と分析ツールの扱いを学ぶ。活用事例を学ぶ。

実際のテキストデータを集め、分析し、結果から得られた知見をもとに提案を行うことができる。

未定

授業計画 事前・事後の学習

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

企業課題に関連した定性調査

定性調査実践　アンケート設計

定性調査実践　アンケート設計

定性調査実践　アンケート作成

定性調査実践　アンケート作成
講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

2

3

4

5

6

7

8

定性調査実践　アンケート作成　予備実施

定性調査実践　アンケート作成　修正

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 30 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 40 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

ビジネス仮説検証力：相関

ビジネス仮説検証力：回帰分析

ビジネス仮説検証力：最適化

試験対策（過去問実施）と解説

試験対策（過去問実施）と解説

試験対策（過去問実施）と解説

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 ビジネス統計ⅠＡ

竹ノ山　圭二郎 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

統計的視点をもってビジネスの動向を捉え、課題を発見するための基礎力を身につける

検定テキストの他、各種統計の問題を学習

後期終了後にビジネス統計検定３級合格

ビジネス統計検定3級、オデッセイ・コミュニケーションズ

授業計画

腕試しテスト（過去問サンプルテスト）

ビジネスデータ把握力：平均値・中央値・最頻値・レンジ2

3

4

5

6

7

8

ビジネスデータ把握力：標準偏差

ビジネス課題発見力：外れ値の検出、度数分布表

ビジネス課題発見力：標準化

ビジネス課題発見力：移動平均

ビジネス課題発見力：季節調整

ビジネス仮説検証力：集計

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

ビジネス仮説検証力：散布図

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

5

6

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

課題の調査・データ分析

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

課題の調査・データ分析

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案仮説・コンセプトづくり7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案仮説・コンセプトづくり

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案資料作成

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

提案発表練習

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 リサーチメソッドⅡＢ

三宅　可倫 ２

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

学習してきた定性・定量分析スキルを活用し、課題解決の目的やデータの種類に応じた分析手法を選び、課題解決の糸口を見出す力を身につける

課題解決の場面やデータの種類別の分析手法を事例とともに学ぶ。

グループではなく、個人で、実データを使って分析し、結果から得られた知見をもとに提案を行うことができる。

未定

授業計画 事前・事後の学習

課題の提示

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

課題の調査・事例調査

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

課題の調査・事例調査

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

課題の調査・データ分析

2

3

4

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

発表とフィードバック

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

学習のまとめ

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 講義 履修分類 必修 単位数

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

【事前】

【事後】

　１．課　題 30 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 40 ％

　

5

6

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報保護の対策と情報セキュリティ：脅威と対策

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報保護の対策と情報セキュリティ：組織体制の整備

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報保護の対策と情報セキュリティ：実務知識7

8

評
価
基
準

目標検
定・課外
授業実
施予定・
その他

9

10

11

12

13

14

15

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報保護の対策と情報セキュリティ：オフィスセキュリティ

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報保護の対策と情報セキュリティ：技術的管理の実務知識                                                                                                                         

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

著作権保護と侵害

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

著作権保護と侵害

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

事例研究：企業におけるデータ管理の実態

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

事例研究：企業におけるデータ管理の実態

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 情報リテラシーⅡＡ

浅林　孝志 ２

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

情報取り扱いに関わる法律や著作権の意義、仕組みを理解し、情報を扱う職業人としてのリテラシーを高める

個人情報、企業機密データ、著作物の適切な取り扱いについての基本的な知識を学ぶ。事例学習を通じて、実践的な対応についても理解を深める。

企業や個人情報を取り扱う際に必要となる法規や社会規範を理解している。データや著作権を適正に取り扱う手順を理解している。

未定

授業計画 事前・事後の学習

イントロダクション

担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報保護法の理解

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報に関連する事件・事故

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

個人情報に関連する事件・事故

2

3

4

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

事例研究：企業におけるデータ管理の実態

関連ページを読み、不明瞭な点をチェックしておく

講義後に理解が曖昧な点がないかふりかえり、次回クリアできるよう
整理しておく。

学習の振り返り、まとめ

それまでの講義をふりかえり、不明瞭な点をチェックし、講師に質疑
できるよう準備しておく

全講義を通して学んだこと、身につけたことを整理する

評価項目/割合 評　価　内　容

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

テスト、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 履修分類 必修 単位数

　１．課　題 30 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 40 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

広報用成果物づくり

広報用成果物づくり

プレゼンテーション資料づくり

プレゼンテーション資料づくり

発表

学習の振り返り、まとめ

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 卒業研究ⅡＡ

未定 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

卒業にあたり、データマーケティングを活用した事業提案を生み出す（Dream成果発表会、地域課題解決コンテスト等応募）

自身で課題を見つけ、解決策となる商品やサービスの提案をおこなう。パワーポイントでの説明ならびにphotoshop/illustratorを使った広報用成果物を作成する。

テーマを設定し、データを収集・分析し、結果を考察し、提案内容をまとめあげ、発表するスキルを身につける。

未定

授業計画

イントロダクション

テーマの選定2

3

4

5

6

7

8

アウトプットのデザインと調査デザイン

データ収集準備（ヒアリング・インタビュー・収集データの所在確認）

現地調査

追加収集するデータ収集　（オープンデータ/企業データ）

調査分析結果整理

調査分析結果整理

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検
定・課外
授業実
施予定・

広報用成果物づくり

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 履修分類 必修 単位数

　１．課　題 30 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 40 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

発表練習

校内卒業研究発表会

ベストプラクティス準備

ベストプラクティス準備

ベストプラクティス準備

学習の振り返り、まとめ

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 卒業研究ⅡB

未定 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

卒業にあたり、データマーケティングを活用した事業提案を生み出す

卒業研究ⅡAで作成した事業案をポスターとして資料作成し、卒業成果として発表する

テーマを設定し、データを収集・分析し、結果を考察し、提案内容をまとめあげ、発表するスキルを身につける。

未定

授業計画

ポスター発表の目的と事例

メッセージとストーリー構成2

3

4

5

6

7

8

紙面構成とレイアウト

見出しづくりとグラフ作成①

見出しづくりとグラフ作成②

全体修正

発表練習

修正

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検
定・課外
授業実
施予定・

印刷とポスター貼り付け

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 60 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 10 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

現地調査とインタビュー②

調査の振返り・関係者の整理・課題整理

課題解決方法の検討

プレスリリースの書き方

プレスリリースの作成

発表

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 フィールドワークⅠＡ

豊田　麻衣　 大石　和 1担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

地域社会でのフィールドワークを通じて、課題を抽出する力を身につける。解決策として、PRの手法を学ぶ。

地域内のイベントにおいて、地域住民・事業者へのインタビューを行い、コミュニケーションの手法、課題発見の方法、課題解決の面白さや難しさ

を

学ぶ。
・関係構築とインタビューの方法を学ぶ。
・フィールド観察やインタビューを通して、地域の困りごとをPRの力で解決する手法を身につける。

都度、スライド仕様

授業計画

イントロダクション：PRとは？

インタビューにおける自己理解の重要性について	2

3

4

5

6

7

8

インタビューの準備について

インタビュー箇所の下調べ（課題の仮説立て）

現地調査とインタビュー①

調査の振返り・関係者の整理・課題整理

課題解決方法の検討

発表

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

インタビュー箇所の下調べ（課題の仮説立て）②

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

提案づくり

発表資料作成

発表資料作成

発表練習・発表

提案の修正

ふりかえり

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 課題解決学習ⅠＡ

三宅　可倫（15コマ）
斎藤　　望（15コマ）

２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

集客に取り組む地域や企業の課題に対し、学生が主体的に取り組むプロジェクト型授業を行う。

地域課題をテーマに学習し、ビジネスコンテスト・政策立案コンテスト等への出場を目指す。

未定

授業計画

イントロダクション：課題解決学習のめざすもの（地域で発見した課題を解決するための実践）

役割分担

プロジェクト実施準備2

3

4

5

6

7

8

プロジェクト実施

プロジェクト実施

清算・事後処理

事業評価

事業評価

課題整理

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

提案づくり

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

　１．課　題 60 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 10 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

同上

解決策のプロトタイプ検証

同上

事業評価

同上

ふりかえり

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 課題解決学習ⅡＡ

三宅　可倫 ２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

2年前期までに学んだマーケティングの方法や課題を活用し、連携先の地域や企業の課題に対し、新しい提案を起案する。
さらに、提案を試行し、検証まで行い、プロジェクトサイクルを運用する力を身につける。

連携先の地域課題・企業課題に、学生主体で取り組むプロジェクト型授業を目指す。

地域課題をテーマに学習し、ビジネスコンテスト・政策立案コンテスト等への出場を目指す。

未定

授業計画

イントロダクション：課題解決学習のめざすもの（地域における課題発見から解決策提案まで）

現地調査とデータ活用を通じた課題発見のプロセスと実践

現地調査
 2

3

4

5

6

7

8

関連データ収集と実態把握
 

データ収集の技法と実践

同上

分析の技法と実践

同上

解決策提案と実践

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

同上

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 実習・実技 分類 必修 単位数

　１．課　題 50 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 20 ％

　

提出物の内容、期限内提出、協働作業時の貢献

実習

実習

実習

実習

ふりかえり①就職活動に向けて

ふりかえり①就職活動に向けて

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 インターンシップⅠＡ

三宅　可倫 3担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

インターンシップを通じて自己理解および業界・職種への理解を深める

インターンシップにあたり、自己の強み弱みの理解。業界、企業研究
現場の業務フローの中でインターンとして授業で身につけたマーケティングやデータ分析の知識とスキルを適用し、どのように業務へ貢献できるか挑戦する。

・企業研究を通じて、マーティングやデータ分析のスキルがいかせる業界や職種を理解する。
・自己理解を深めると同時に、データマーケターという職種に求められるマインドやスキルを理解する。
・机上の学習とのギャップを理解する。

授業計画

インターンシップの目的と意義
インターンシップ実施のフローと提出物等ファイル管理													
													

日誌・報告書の書き方
業界・企業研究：希望するインターンシップ先探し

2

3

4

5

6

7

8

企業への電話のかけ方・メールの書き方
業界・企業研究：希望するインターンシップ先探し

実習：現場にて個々のスケジュールに合わせる

実習

実習後の報告文のブラッシュアップ講座

実習

実習

外部関係部署との調整により授業内容が前後することがあります

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

実習

評
価
基
準

出席率 、受講マナー、聞き方、質問・発言 、忘れ物の有無

最終成果物発表、学習成果総括レポート

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

40 ％

30 ％

30 ％

第4章ワークシートの活用（２） 端数処理

第4章ワークシートの活用（２） 端数処理

第4章ワークシートの活用（２） IF関数

第4章ワークシートの活用（２） IF関数

第5章グラフ（１）

第5章グラフ（２）複合グラフ

第７章データベース オートフィルタ・並べ替え

第7章データベース ※ピボットテーブル追加

第8章Excelの応用 VLOOKUP・HLOOKUP・INDEX

第8章Excelの応用 データベース関数・条件付き集計

評 価 内 容

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 ICT演習ⅠＡ

クレッセント株式会社　 1担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

企業においてITを利活用する実践的な知識・スキルを学習する。

企業において必須の技術である表計算ソフト、エクセルを用いて実践的な資料を作成する技術を身につける。

エクセルを使用して、データ作成・グラフ作成・簡単な関数を用いた計算ができる。

よくわかるマスター改訂版 日商PC検定試験 文書作成・データ活用・プレゼン資料作成 3級、よくわかるマスター  日商PC検定試験 データ活用3級 公式テキスト＆問題集

授業計画

第1章Excelの基礎知識

第2章Excel入門2

3

4

5

第3章ワークシートの活用（１）

第4章ワークシートの活用（２） セルの絶対参照

第4章ワークシートの活用（２） セルの絶対参照

6

7

8

評
 

価
 

基
 

準

目標検定・課外授業実施予定・その他

9

10

11

12

13

14

15

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

日商PC検定データ活用３級

評価項目/割合

１．課 題
各授業における課題提出（期限厳守）   確認テスト結果

２．授業姿勢
授業への積極参加 クラスへの協力度   教科書、パソコンその他忘れ物の有無

３．テストその他
検定を受験する学科は検定結果   受験しない学科はテスト結果



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

50 ％

30 ％

20 ％

　

片付け・ふりかえり

全体ふりかえり

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 1

科 目 名 総合演習ⅠA

三宅　可倫 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

専門能力、非認知能力、社会人スキル向上を目的とし学科や校内、地域でのさまざまな活動を行う

学科イベント、オープンキャンパス、学外イベントへの準備と参加。

イベントの企画推進、プレゼンテーション等の機会を通じて、企画構成力、表現力、人を巻き込む力を高める。

なし

授業計画

チーム作り

イベント① 出店準備2

3

4

5

6

7

8

出店準備

実施　5/3

実施 5/4

片付け・ふりかえり

イベント② 出店企画

出店企画

出店準備9

10

11

12

出店準備

実施　

実施 

13

14

15

目標検定・課外授業実施予定・その他

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

不定期に実施される学科イベントがある場合がある。

評   価   基   準

１．課 題

２．授業姿勢
無欠席での参加   身だしなみ・挨拶等ビジネスマナー

３．テストその他
成果報告を評価する

評 価 内 容

提案書を評価する レポートを評価する

実施 



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

50 ％

30 ％

20 ％

　

就職集会(レポート提出)

ふりかえり

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 1

科 目 名 総合演習ⅠB

三宅　可倫 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

専門能力、非認知能力、社会人スキル向上を目的とし学科や校内、地域でのさまざまな活動を行う

学科イベント、オープンキャンパス、学外イベントへの準備と参加。

イベントの企画推進、プレゼンテーション等の機会を通じて、企画構成力、表現力、人を巻き込む力を高める。

なし

授業計画

チーム作り

イベント企画2

3

4

5

6

7

8

イベント企画（コスト計算）

イベント準備（プロジェクト管理）

イベント準備（予算管理）

イベント準備（広報計画）

イベント準備（買い出し）

イベント準備（試行・シミュレーション）

学園祭 学科企画・準備・参加9

10

11

12

学園祭 学科企画・準備・参加

精算

イベント実施報告発信

13

14

15

目標検定・課外授業実施予定・その他

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

不定期に実施される学科イベントがある場合がある。

評   価   基   準

１．課 題

２．授業姿勢
無欠席での参加   身だしなみ・挨拶等ビジネスマナー

３．テストその他
成果報告を評価する

評 価 内 容

提案書を評価する レポートを評価する

イベント実施報告発信



学科 年

学期 前 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

50 ％

30 ％

20 ％

　

片付け・ふりかえり

全体ふりかえり

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 総合演習ⅡA

三宅　可倫 ２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

専門能力、非認知能力、社会人スキル向上を目的とし学科や校内、地域でのさまざまな活動を行う

学科イベント、オープンキャンパス、学外イベントへの準備と参加。

イベントの企画推進、プレゼンテーション等の機会を通じて、企画構成力、表現力、人を巻き込む力を高める。

なし

授業計画

チーム作り

イベント① 出店準備2

3

4

5

6

7

8

出店準備

実施　

実施 

片付け・ふりかえり

イベント② 出店企画

出店企画

出店準備9

10

11

12

出店準備

実施　

実施 

13

14

15

目標検定・課外授業実施予定・その他

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

不定期に実施される学科イベントがある場合がある。

評   価   基   準

１．課 題

２．授業姿勢
無欠席での参加   身だしなみ・挨拶等ビジネスマナー

３．テストその他
成果報告を評価する

評 価 内 容

提案書を評価する レポートを評価する

実施 



学科 年

学期 後 期

科目区分 専門 授業方法 演習 分類 必修 単位数

50 ％

30 ％

20 ％

　

片付け・ふりかえり

全体ふりかえり

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 ２

科 目 名 総合演習ⅡB

三宅　可倫 ２担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

専門能力、非認知能力、社会人スキル向上を目的とし学科や校内、地域でのさまざまな活動を行う

学科イベント、オープンキャンパス、学外イベントへの準備と参加。

イベントの企画推進、プレゼンテーション等の機会を通じて、企画構成力、表現力、人を巻き込む力を高める。

なし

授業計画

チーム作り

イベント① 出店準備2

3

4

5

6

7

8

出店準備

実施　5/3

実施 5/4

片付け・ふりかえり

イベント② 出店企画

出店企画

出店準備9

10

11

12

出店準備

実施　

実施 

13

14

15

目標検定・課外授業実施予定・その他

課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

不定期に実施される学科イベントがある場合がある。

評   価   基   準

１．課 題

２．授業姿勢
無欠席での参加   身だしなみ・挨拶等ビジネスマナー

３．テストその他
成果報告を評価する

評 価 内 容

提案書を評価する レポートを評価する

実施 



学科 年

学期 前 期

科目区分 一般 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

課題プリント等からの評価をもとに算出

インターンシップの事前授業

仕事の進め方（５Ｗ２Ｈ）（ＰＤＣＡ）と報告・連絡・相談

指示の受け方と「報告、連絡、相談」の重要性とポイントを知る。

業界研究、企業研究、インターンシップ先検討

インターンシップに向けての自己分析（エントリーシート作成）

インターンシップに向けての目標設定

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 就職支援ⅠＡ

三宅　可倫 １担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

働くことの意義と重要性について考える。

就職に向けて、必要な準備を段階的に進めていく。

働くことの意義と重要性を理解し、社会人となるための心構え、知識、マナーを身につける。

Ｂｉｔ就職ハンドブック

授業計画

【オリエンテーション】
「何のために働くのか」「社会人としての心構え」「学生と社会人の違い」について（グループワーク）

非認知能力の重要性、学科が目指す非認知能力について
（学修到達度自己評価ヒアリングシート）2

3

4

5

6

7

8

働くことの責任と意義（グループワーク）

【意識は行動の原点】
仕事の基本となる８つの意識について学ぶ（グループワーク）

会社の仕事の決まりやしくみを理解する（グループワーク）

人間関係とコミュニケーション（グループワーク）
非認知能力の振り返り自己分析①（学修到達度自己評価ヒアリングシート）

ビジネスマナーの基本

ビジネス文書「報告書の書き方」

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

【礼儀としての身だしなみ】  スーツ着こなしセミナー

評
価
基
準

出席率および受講マナー、積極的に授業に参加しているか。以上の観点より算出

確認テスト結果より算出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容



学科 年

学期 後 期

科目区分 一般 授業方法 演習 分類 自由選択 単位数

　１．課　題 40 ％

　２．授業姿勢 30 ％

　３．テストその他 30 ％

　

課題プリント等からの評価をもとに算出

採用試験について（書類選考、面接、作文、適性検査能力試験、作品やポートフォリオ提出など）

適性検査能力試験　模擬受験、Web性格診断

今後の就活に向けて
就職活動の報告書の提出や活用方法、各種証明書の発行、求人マッチングシステム「UMP」活用について

就活キックオフセミナー「働く意義や人生をかけて成長させたいことについて考える」「就職活動の流れと準備を理解する」（外部講師）

面接対策講座

非認知能力の振り返り自己分析③（学修到達度自己評価ヒアリングシート）

評価項目/割合

情報ビジネス 2年課程 １

科 目 名 就職支援ⅠＢ

三宅　可倫 1担当教員

学習目的

授業内容

学習目標

使用テキスト

週数

1

就職活動や仕事を行っていく上で知っておくべきルールやマナーを理解し、習得する。

就職に向けて、必要な準備を段階的に進めていく。

就職活動に直結する履歴書作成や模擬面接等を通して自己表現力、コミュニケーション力を身につける。

Ｂｉｔ就職ハンドブック

授業計画

【オリエンテーション】
昨年度の実績、就職活動の流れ、社会の状況、心構えなどについて知る

インターンシップの振り返り2

3

4

5

6

7

8

非認知能力の振り返り②（学修到達度自己評価ヒアリングシート）

業界・職業研究

企業研究

自己分析講座

履歴書・エントリーシートの書き方講座

履歴書作成の実践①

9

10

11

12

13

14

15

目標検定・
課外授業
実施予定・

その他

履歴書作成の実践②

評
価
基
準

出席率および受講マナー、積極的に授業に参加しているか。以上の観点より算出

確認テスト結果より算出

　　課題･テスト（その他検定など）はそれぞれ20％以上とし、授業姿勢は30％とする。

評　価　内　容


